
電力業界における 
デジタル化推進
現在、電力・ユーティリティ企業は市場と株主からの要望を受け持続的な成長と効率性向上に 
むけて取り組んでいます。さらに持続的な事業の成長には、設備資産活用の効率化を最重要 
課題として取り組み続けていかなければなりません。しかし現状はどの企業もこの取り組みに 
苦労しています。

デジタルトランスフォーメーションは、多くの電力・ユーティリティ企業が推進しているイノベー
ションの中核です。複数のプラントのサイトおよびバリューチェーン統合による高い効率性など、
製造効率の向上を通じて設備資産活用率の改善にもつながります。また多くの企業にとってビジ
ネス価値を得るまで期間短縮できるため競合他社よりも迅速にオペレーションを変革する方法
を模索しています。
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デジタルトランスフォーメーションのトレンド
デジタル化の波が電力業界に大きな影響を及ぼし始めています。Capgeminiが実施したグローバルユーティリティ企業の
上級管理職 200名を対象にした調査では、過去 25年間で生産性は 21%向上しましたが、今後 5年間でデジタル化の
生産性は 27%向上すると報告されています。

プロセスの自動化
（資材の出荷・追跡の自動化など）

オペレーション分析

需要に応じた供給
（スマート予測）

予知保全及び予防保全

ヒューマン 2.0 （協働ロボット、
スマートグラス、 パワードスーツなど）

エネルギー効率のデマンドレスポンス
（スマートエネルギー消費）

遠隔操作および設備資産制御

バーチャルシミュレーション

積層造形

デジタル設備資産ライフサイクル管理

58%

45%

41%

40%

30%

29%

27%

24%

23%

12%

上記の通り、ユーティリティ業界では、さまざまなアプリケーションが導入されています。デジタルトランスフォーメーション
への道程には何年もかかりますが、ここから得られる価値は企業にとって非常に有益です。発電所はこうしたテクノロジー
を利用し、主要コストの大幅削減、すなわち燃料コスト28%減、メンテナンスコスト20%減、オペレーションコスト
19.5%減が見込めます。

出典： Capgemini Digital Transformation Institute, digital utilities survey, February-March 2017; percentages indicate share of organizations implementing 
a particular application
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デジタル化推進のメリット
電力業界のデジタルトランスフォーメーションは加速しています。多くのリーディング企業は、先行してデジタルトランス
フォーメーションを推進し、結果として市場に変化をもたらし始めています。重要顧客とのビジネスを獲得し、拡大する 
うえで、電力についての正しい情報、つまり、どこで発電し、どこに送電、配電しているかの情報がより重要となります。電力 
業界のデジタル化については、多くのアナリストは、他の業界が学んだ教訓も非常に役立つと考えています。

デジタル化推進戦略の経済的メリットは多数あり、デジタルプラントが掲げる目標はこれまでと変わりません。

1. 生産コスト削減を促進：米国の一般的なコンバインドサイクル発電所にて、年間 2,000万ドルを削減

2. 生産性向上：今後 5年間に生産性を 27%向上

3. 排出量削減：二酸化炭素排出量の世界シェアを 2025年までに 4.7%削減（1億 3,300万台分の乗用車に相当）

デジタル化推進への道程

デジタルトランスフォーメーションとは、「デジタイゼーション」によって実現される業務変革から新しいビジネス価値を 
生み出すことです。ここでは、「デジタル」について話すときに決まって使われる 4つの用語の違いを理解し、現在この道程
のどこに位置しているのかを考えるとよいでしょう。

デジタルトランスフォーメーションは以下の方法で業務を変えていきます：

 y 浪費の削減：マニュアル計算、情報検索、確認作業を最小化

 y いつ：早期対応および問題発生前の対応

 y どこで：対象にはリモートワーカー、モバイルワーカーも含む

 y だれが：参加する従業員とエキスパートを最大限に活用

 y どのように：計画し率先して誘導し、チームでの作業を記録

AVEVAはデジタルプロジェクト実行に必要なあらゆる要素を重視し、総合的なアプローチで業務変革できる適切なテク
ノロジーとトレーニングを提供してプロジェクトの全メンバーを支援します。

デジタル化推進とは、デジタル化推進への道程を加速させ
る取り組みであり、組織のリーダーが主導しなければなりま
せん。経営幹部は「業務の新しいやり方」を確立するために、
企業内にあるサイロの垣根を越えて意思決定を行い、推進
しなくてはなりません。その結果、企業の業績と株主への 
還元に、大きな影響を与えます。

20年以上にわたりAVEVAは、電力企業の純資産収益率
（RONA: Return on Net Assets）の維持、向上を支援し
ています。製造能力の向上と持続は、RONAに大きな影響
を与えます。

デジタル化推進

デジタル
トランスフォーメーションに
向けたデジタル化の加速

デジタル
トランスフォーメーション

デジタライゼーションによって
実現される業務変革やこれまで
にない企業価値を生み出すこと。 
デジタライゼーションでは、 
十分な価値を生み出さない。

デジタイゼーション

データをデジタル形式に
変換すること。

情報収集を紙ベースの文書から
データに移行する最初の段階で

不可欠な活動である。

デジタライゼーション

デジタル形式にしたデータを
より価値の高い情報に
変換する活動。

さらに改善を自動化もできる。

利益率
利益／売上高

設備資産活用率の向上
• 資本の最小化
• プロセスの最適化
• 節約を最大化
• 慢性的な問題の排除
• 売上高拡大と設備資産の統合

税引後
利益=3倍売

上
高
／
純
売
上
高

速
度
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発電所の 2つのライフサイクル
AVEVAは、電力プラント設計、建設およびオペレーションにおけるパフォーマンスを変革し、お客様のRONAに貢献します。 
当社の考え方はユーティリティーには、次の 2つのライフサイクルがあります。1つ目は、プラントおよびプロセスの設計、
調達、建設、保全および改修を含む設備資産ライフサイクルです。2つ目は、監視と制御、計画とスケジューリング、生産 
最適化のさまざまな手法を含むオペレーションライフサイクルです。

完全なデジタルツイン
AVEVAのテクノロジーでエンジニアリング設計からデジタルツインをオペレーションに取り込み、作業者に作業を割り 
当て、360度視点でプラントをデジタルで確認できます。

エンジニアリング、
調達、 建設

オペレーションと
最適化

計画と
スケジューリング

監視と
制御

設備資産
パフォーマンス

状態を予測し、 
信頼性と安全性を確保するための

デジタル設備資産データ、 モデル、 高度な可視化

複数のデータソースに接続し、 シームレス
で拡張可能な方法で全社を可視化し、 
確実にオペレーション目標を達成

調達、 計画およびスケジューリングの
プロセスを統合し、 収益性を最大化する

オペレーションの目標を定義

高度な意思決定サポートにむけた
オペレーションプロセスの自動化と、 

システムおよびプロセスのデジタルモデルの活用

デジタル化したエンジニアリングデータと、 
受け渡しプロセスによる

資本プロジェクト計画の時間、 
コストおよび効率性の向上

プロセス設計
プロセス、 設備およびオペレーションは、 
安全性、 信頼性および収益性を最適化する
複数のシミュレーションを通じて分析されます。

サプライチェーン
サプライチェーンのデジタルツインは、 

原料から製品への加工に
貴重な洞察を提供します。

AI
先進的なプロセス制御、 制御戦略設計およびプロセスの
最適化で利用されるAIと予測学習テクノロジーで
プロセスおよび設備資産の設計から必要な差異を

ライフサイクルのエンジニアリング段階にフィードバックし、 
完全かつ効率的にデジタルの価値を循環させます。

デジタルツイン
ライフサイクル初期のプロセス設計でプラントの 

「最初に生み出された」 デジタルツインをモデルにして
作成され、 設備資産を設計する前でも
プラント全体をシミュレーションできます。

VRベースのオペレーション
オペレーションおよびメンテナンス担当者は、 
モバイル対応の拡張現実テクノロジーと

仮想現実テクノロジーでプラントおよび現場の
関連資産のメンテナンスに関する問題に対応できます。

オペレーションデータの調整
プラントのオペレーションでは、 ランタイムで最適な
プロセスと設備資産設計からの差異を取得し、 
その差異からデジタルツインを更新します。

デジタルによる
360度の視点

デジタルツイン
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「デジタル成熟度」の概念は極めて重要です。業務変革とデジタル化推進は、組織に存在するサイロを越えたコラボレー
ションで成功します。組織内のサイロは必然的に存在しますが、コラボレーション能力は組織に求められる重要な要件です。
AVEVAのデジタル成熟度モデルは、業界のアナリストが考える成熟度モデルと、設備資産ライフサイクルとオペレーション
ライフサイクル両方の領域における経験に基づいています。それぞれのライフサイクルにおけるデジタルトランスフォーメー
ションの成熟度は、企業によって異なり、この成熟度を着実に上げることが各企業の目標となります。

デジタル化推進を成功させるには、その実現を推進し続けることが極めて重要です。継続的に推進することが業務改革、
テクノロジー、戦略、企業文化の変化を統合し、メリットを企業全体に浸透させることができます。

SILOED

最適化
企業価値が最大化されている。 組織における情報変更プロセスの
効率性が高い。 AIとデジタルツインによって、 より迅速に問題を
解決し、 ダウンストリームプロセスへの変更からくる影響を診断できる。

最適化
企業価値が最大化されている。 統合されたバリューチェーン戦略によって、 企業全体で
最適な意思決定を推進している。 AIを利用したツールをプロセスに完全統合し、 
リスクと価値のトレードオフを考慮し、 バリューチェーンにおける機会に役立てている。

統合
信頼できる情報にアクセスできる。
組織はプロセスオペレーションと設備資産のパフォーマンス
を的確に分析し、 ボトルネックとその原因を特定できる。

統合
全社的な視点を持っているが、 ビジネス戦略とバリューチェーン戦略が
完全には一致していない。 プロセスはビジネスのニーズに適合し、 
技術ツールはプロセスをサポートするよう作成されている。

基礎
オペレーションライフサイクル全体で
エンジニアリング情報を管理するための
プロセスが定義、 文書化、 実行されている。

基礎
部門間でコラボレーションが行われているが、 大規模なイベントや
意思決定を除き、 事業間の連携は限定的である。 構造化アプローチ
とポイントソリューションは実施されている。

認識と計画
経営幹部からの支援がある。
要件と使用事例を特定し、 
定義する取り組みが始まっている。

認識と計画
経営幹部からの支援がある。 要件と使用事例を特定し、 
定義する取り組みが始まっている。

サイロ化
正式な全社レベルの企業情報管理 （EIM） 
戦略がなく、 一部に戦略と部分的に
最終化されたプロセスがある。 ただし、 
部門間でプロセスは統合されていない。

サイロ化
オペレーション計画に注力している。 
機能別に最適化するアプローチを実施し、 
事業間の統合はない。 機能別の詳細な知識は
あるが、 その文書化は必須とされていない。

設備資産ライフサイクル オペレーションライフサイクル

デジタル成熟度モデル
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23年以上にわたるデジタル化推進の実績

AVEVAは、50年以上にわたる工業向けのソフトウェアイノベーションと23年以上にわたるデジタル化推進の経験をもち、
お客様のデジタルトランスフォーメーションの成果に繋がる価値を提供します。

デジタルトランスフォーメーションを成功に導くAVEVAのルール：

デジタルトランス
フォーメーションを、

ITプロジェクト
ではなく、

ビジネス全体の
最優先事項とする

1
戦略的な
デジタル化の
ロードマップを
作成から開始し、
目に見える形で
経営幹部からの
支援を得る

2
大きな構想を描き、
スモールスタートで

始める – 
選択した領域で

高い ROIを達成して、
コンセプトを
実証する

3

23年以上にわたるデジタル化推進の実績

デジタルトランスフォーメーション推進失敗の原因

 y 技術プロジェクトとして開始

 y テクノロジーのロードマップとして実施

 y 企業文化の変化の管理が不十分

 y イノベーションに対する不十分か、過剰

 y 社員、業務プロセス、戦略およびテクノロジーの統合が
不十分

デジタルトランスフォーメーション推進成功の要因

 y 業務変革プロジェクトとして開始

 y 社員、業務プロセス、戦略およびテクノロジーを総合的
に組み合わせて実施

 y 経営幹部が積極的に、かつ一貫して「新しい業務の遂行 
方法」を支持

 y 企業文化の変化にベストプラクティスの手法を適用

 y エンドユーザーへの導入率を最大にする方法を策定
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AVEVAはプラントの設計、建設およびオペレーションのパフォーマンスを変革することで、お客様の純資産収益率（RONA）
に大きく貢献します。

大手エネルギー企業の経営幹部は、利益拡大と競争力維持のため精製オペレーションにおけるデジタルトランスフォーメー
ション推進戦略の重要性を理解しています。利益拡大には、プロセスオペレーションの改善と最適化、電力サプライチェーン 
の合理化、オペレーションコストやエネルギーコストの削減など、さまざまな方法があります。デジタル化推進は、設備資産
ライフサイクルとオペレーションライフサイクルの両方で非常に大きな価値を生みます。

AVEVAのデジタル化推進の成功例

成長を加速し、 収益を最大化

エキスパートを増やす必要が
ない

すでに 5,000 万ドルを 「節約」

スピーディーな知識共有

原子力業界の
オーナーオペレーターが 
Orano の専門技術及び
経験を活用

Orano が AVEVA 推奨の
手法を導入

すべてのツールが揃っており、 
Orano はプロジェクト開始
から 3 日で稼働を開始

一元化されたフリート管理、 
調達、 プロジェクト管理、 
建設管理

可視化と説明責任の最大化、 
プロジェクトリスクの最小化

4 大陸で成長の促進、 
資産利回りを最大化
 
少数精鋭でグローバルな
フリートをサポート
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多くの企業がデジタル化推進のパートナーにAVEVAを選んだ理由
デジタル化推進には、ビジネス面および技術面の両方でアドバイスをもらえる企業と提携し、推進にむけ戦略的なロード
マップを確実に実施する必要があります。AVEVAはお客様のデジタル化推進の過程を網羅するロードマップの作成を 
支援します。その後も業務変革、業務プロセスの合理化、無駄な業務削減に必要なプロセスを提案しお客様をサポート 
します。総合的なアプローチでお客様の組織内での水平統合と垂直統合を実現するAVEVAはデジタル化推進に最適な
パートナーです。

AVEVAはグローバルでさまざまな業界の企業から、プロセス製造企業のデジタルトランスフォーメーション分野における 
リーダー企業としての信頼を得ています。当社は、お客様のユーザーをプロセスおよびテクノロジーと結び付け、さらに 
プロセス業界に総合的なバリューチェーンソリューションを提供しています。また、デジタル化推進の過程を網羅する世界
規模のパートナーネットワークと連携しています。

当社の差別化要因

AVEVAは、プラントエンジニアリング、調達、建設およびオペレーションのデジタルトランスフォーメーションに特化した
企業です。欧州、アフリカ、米国、中南米の世界最大級の発電所を含め、世界の統合型、国営および独立系の電力・ユーティ
リティ企業が当社に信頼を寄せています。

競争力の強化
     10 億ドルの投資計画で、 1億ドルを節約
     設備資産パフォーマンスの向上、 計画および
     スケジューリング、 最適化の実現により、 
     年間 9,000万～3億 2,000万ドルを節約
デジタル成熟度の向上と、 設備資産および
オペレーションライフサイクル全体での
価値の増大

価値を増大する領域

50 年以上にわたる工業向けの
ソフトウェアイノベーション
23 年以上にわたる
デジタルトランスフォーメーションの経験
欧州、 アフリカ、 米国、 中南米の
世界最大級の発電所における成功事例

当社への信用

人、 プロセス、 テクノロジーの順番でのアプローチ
業務変革を実現する適切なテクノロジーと
トレーニングを提供して企業の従業員全てを支援

デジタル時代での競争力維持、
迅速で優れた意思決定
電力・ユーティリティ業界の変化に対応

お客様の課題とニーズの把握

AVEVAのデジタルトランスフォーメーション
へのアプローチ

42

1 3

デジタルトランスフォーメーションのパートナー


